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（１）
中世裁判史研究を通して市Ｔ世法の特徴を斬新に描き出した笠松宏至氏は、その初期に著した室町後期の意見制度
に関する論稿の中で、奉行人の構成する右筆方が公家法における明法家に近似した法曹的機能を果たし、幕府法の
（２）
進化に寄与していたことを論じた。その後、鈴木恵津子氏は笠松氏の研究をさらに進展させへ一五世紀前半の六代
将軍足利義教の下で意見制度の初期段階が顕現していることを明らかにし、将軍の独裁制を支える法曹官僚として
このような室町期の武家社会にあらわれた法曹官僚に相当するものが、果たして鎌倉期にも既に存在していたの
か否か、本稿は鎌倉期の奉行人とりわけ引付奉行人を分析することによってその点を考えてみたい。これまで鎌倉
（４）
（５）
幕府の裁判制度については石井良助氏や佐藤進一氏の古典的な業績をはじめとして多くの研究が蓄積されてきてぉ
（６）
り、その中で奉行人についても様々に一一一一口及されてきたといってよい。ただそれはあくまでも裁判制度史の一環とし
て触れられることが殆どであり、奉行人という範祷を独自に取り上げて法曹官僚という視点から分析を加えたもの
はあまりみられなかった。しかしながら、近年になって高橋一樹氏は、訴訟文書についての綿密な古文書学的分析
によって、その機能および保管利用のあり方を解明するとともに、そのようなシステムを支える基盤として引付奉
．
（
７
）
行人を中、心として法曹官僚の家が形成されたことを論じている。また森幸夫氏は、六波羅探題の職員を網羅的に検
出した上で正安元年（一一一九九）までに奉行人を構成する主要な十家が形成され、そして能力主義による独自の
（８）
法曹官僚層の活躍が見られたことを指摘している。さらに、最近の橋本道範氏の研究は、鎌倉幕府裁許状の様式に
ついての系譜的分析、およびそのような対問型裁許状の武家、寺社、公家、各社会への浸透状況を解明することに
（９）
より、王朝国家の法曹官僚の系謎雨を引く幕府の奉行人等の法曹官僚の重要性を強調する。そして、鎌倉幕府は、武
（３）
の奉行人層の重要性を論じている。
は
じ
め
に
２
鎌倉期の奉行人について（一）
士群と法曹官僚群という一一つの異質な勢力によって支えられた、連合政権であったとまで評価する・
たしかにこれらの研究によって、奉行人とりわけ引付奉行人を法曹官僚として位置づけ得る確とした途が既に定
まったかのようにも思える。とはいっても奉行人という概念、範祷はかなり莊漠とした広がりを有しており、その
中で引付奉行人はどのような位置付けになるのか、必ずしも明確とはいえない。そして、一口に法曹官僚といって
も奉行人全体をさすのか、あるいは引付奉行人に限定されるのか、それとも引付頭人や評定衆の一部までをも含み
こんで考えるべきなのか、そういった点も明確ではないように思える。鎌倉初期の京下官人等を中心的な対象にし
（、）
て、武士に対する文士という切り口から中世社〈室や幕府組織構造の特徴を論ずる近年の研究の中で、奉行人につい
てもいろいろに論及はされてはいるが、しかし、鎌倉期全体を通して奉行人の概念を正面から論じているわけでは
ない。そこで本稿ではそもそも奉行人とは何かという基礎的なところから出発して、引付奉行人の実態的な分析を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
（３）「「、水享年間訴訟制度」小考１１評定衆と右筆方を中心にＩＩＬ（『歴史民俗資料学研究」七号、一三頁以下）。なお、室町初期の幕府裁
判制度全体に関する最近の研究として、岩元修一『初期室町幕府訴訟制度の研究」（吉川弘文館、一一○○七年）を参照。
（４）『中世武家不動産訴訟法の研究』（弘文堂書房、一九一一一八年）。
（５）「鎌倉幕府訴訟制度の研究」（岩波書店、’九九三年）。本書は最初一九四三年に畝傍書房から刊行され、その後一九四六年に目黒書店
から重版が出されたものが、付録をともなって増補版として復刊された。
（２）「日本中世法史論」（東
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（１）笠松氏の研究の学説史的位置付けについては、
所載された大山氏による「序説」（三頁以下）、上
（五七頁以下）を参照。（東京大学出版会、一九七九年）六九頁以下。同書に所載された元の論文は、’九六○年の「史学雑誌』六九巻四号
けについては、ごく最近刊行されたばかりの大山喬平編『中世裁許状の研究」（塙書房、一一○○八年）に
（一一一頁以下）、および「第一部中世裁判の研究史」の中の橋本道範氏による「第三章鎌倉幕府の裁判」
「
３
（６）ジ￥プリ１Ｆマス「鎌倉幕府初期の訴訟制度Ｉ聞注所と政所を中心にｌ」（「古文書研究二一号九六頁以下〉、笠松前掲書一
頁以下、植田信広「鎌倉幕府の裁判における「不論理非」の論理をめぐって」（「法制史研究」二八号、七一頁以下）、佐々木文昭「鎌倉幕
府評定制の成立過程」（『史学雑誌』九一一編九号、一一一一一一頁以下）、藤原良章「鎌倉幕府の庭中」（「史学雑誌」九一一編一二号、一頁以下）、工
藤勝彦「鎌倉幕府初期の訴訟制度に関する一考察ｌ訴訟機関を中心としてｌ」（「史叢」三套二。頁以下）、山本幸司「裁許状商
状から見た鎌倉幕府初期訴訟制度二史学雑誌」九四編四号二頁以下）、新田一郎「日本中世法制史研究の動向からＩ「中世法」の構
成を中心にｌ」（「法制史研究三ハ号二八一頁以下｝、佐々木文昭「初期鎌倉幕府問注所試論」（佐伯有情編「日本古代中世史論考」（吉
川弘文館一九八七年一三二頁以工、稲葉伸道「中世の訴訟と裁判ｌｌ鎌倉後期の雑訴興行と越訴ｌ」（「日本の社会史」第五巻裁
判と規範（岩波書店、一九八七年）二六四頁以下）、古澤直人「鎌倉幕府と中世国家」（校倉書房、一九九一年）五一一一頁以下、新田一郎「日
本中世の社会と法－－国制史的変容ｌ」（東京大学出版会、’九九五年）’五頁以下、岡邦信「中世武家の法と支配」（信山社二○○
五年）七九頁以下、佐々木文昭「中世公武新制の研究」（吉川弘文館、一一○○八年）二四九頁以下、等を参照。
（７）「中世荘園制と鎌倉幕府』（塙書房、一一○○四年）一一一一九頁以下。
（８）「六波羅探題の研究」（続群書類従完成会、二○○五年）一一七頁以下。なお森幸夫氏は、六波羅奉行人の考察の前提として、鎌倉奉行
人の出自等を検討し、奉行人家の成立について論じている。
（９）大山前掲書の「第二部裁許状の様態」に所載の論稿「第三章鎌倉幕府裁許状の歴史的位置ｌ対闇勘判を引用する裁許状の広が
両）さしあたり五味文彦『武士と文士の中世史』（東京大学出版会、一九九一一年）五五頁以下、増山秀樹「鎌倉幕府評定衆清原満定の政治的
立場ニ遥かなる中世」’八号三八頁以下「北爪真佐夫「文士と御家人ｌ中世国家と幕府の吏僚ｌ」（青史出版二。。二年）｜
頁以下、等を参照。
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（１）公家・武家奉行人
人の出自等を検討し、奉行人家の成一也
大山前掲書の「第二部裁許状の鐸
りに注目してｌ」一一六五頁以工．
４
鎌倉期の奉行人について（
奉行人の「奉行」とは「奉（うけたまはり）て行（おこな）ふ」ということであり、『武家名目抄」によれば「常
に奉行人といへば、引付衆と政所・問注所の寄人とにか、れる称謂なれど、もと奉行と云は、君命をうけたまはり
て事を行ふの意なるが故に、所職の上下等級にか、はらで政所の有司たる輩の惣名の如く、かけていひしことも
（１）
あり」とされる。また『古事類苑』官位部一一一八には、「鎌倉職員一二」として「諸奉行」の項が設けられている。そ
こでは「鎌倉幕府ノ奉行ハ、政務一一参与シ、公事ヲ奉行スルモノニシテ、或ハ特二公事奉行ト云うアリ、又御物沙
汰衆ト云う、而シテ主トシテ其事二当ルモノヲ本奉行ト云上、本奉行一一副タルモノヲ合奉行ト云う、又常置ノモノ
ァリ、臨時ノモノァリ、幕府創業ノ際二置キタルァリ、其末路一一置キタルアリ、或ハ中途ニシテ廃セラレタルアリ」
という総括的な説明の後、評定奉行、官途奉行、恩沢奉行、安堵奉行、賦奉行、問注奉行、越訴奉行、京下奉行、
国奉行、保奉行、地奉行、過書奉行、勘定奉行、倉奉行、納殿奉行、寺社奉行、神宝奉行、作事奉行、造営奉行、
（２）
等といった各種の奉行に簡潔な説明を加筥えている。
これらの奉行や奉行人に関する説明は武家社会を前提としたものであるが、まず確認しておかねばならないの
は、武家だけではなく中世公家社会においても奉行人の存在が見られたということである。建暦三年（’’一一一一一）
「慈鎮所領讓状案」の端書には、「先師尊円親王加レ銘、佃所レ准二正本一也、度々公家武家奉行人等令二実検一者也」
（３）
（傍線筆者）とあり、公家と武家の奉行人を並置している。そもそも奉行という表現自体が、令制の公文書様式の
一つである太政官符等において、その施行を命ずる書止め文一一一一口「符到奉行」に由来すると思われ、奉行は朝廷の公
（４）
事や行事に関連して平安期の公卿の古記録に頻出している。藤原良章氏は、直訴としての特質をもった武家庭中に
範をとって公家庭中が一一一一世紀末に成立すること、そしてその背景に一一一一世紀後半の公家訴訟制における担当奉行
（５）
制の整備・拡大と「奉行緩怠」という問題点が存在したことを指摘している。「民経記』天福一兀年（一一一一一一一一一）四
月八日条によれば、祭除目に際して「頭弁参入、除目奉行人也」とあり、頭弁が除目奉行人に任ぜられていること
５
がわかる。このように鎌倉期の公家社会においても、奉行人の存在がみられた。ということで奉行人は大きく公家
奉行人と武家奉行人に大別することができる。本稿では武家奉行人、，その中でも鎌倉幕府の奉行人を対象に検討を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
人の三種類に分かれる。
（２）鎌倉・六波羅・鎮西奉行人
鎌倉幕府の奉行人をその幕府組織の所在地との関連から大きく分けると、鎌倉奉行人、六波羅奉行人、鎮西奉行
まず鎌倉奉行人についてであるが、仁治元年（一一一四○）に時の執権北条泰時は、六波羅の南北探題であった北
（１）新訂増補故実叢書『武家名目抄』第一（明治図書出版、一九五一一一年）九一頁。適宜に読点等を付した。
（２）「古事類苑』官位部第二（神宮司願、一九○五年）七七九頁以下。ここに引付奉行があらわれないのは、「武家名目抄』の称呼にしたがっ
て、引付奉行人を引付衆と表現していることによるものと思われる。
（３）「鎌倉遺文」一九七四号。なお文永元年（一二六四）の「検非違使別当宣」には、「武家奉行人」という表現があらわれている（「鎌倉
（４）ただし、奉行人という表現は平安期の古記録にはみえない。東京大学史料編纂所が公開している古記録データベース（旨ｅミミミミ宮口‐
【。ごＣ・画。］冨宮貫営ごｍ８号・］］①［）で奉行人を検索してみると五四件検出されるが、「民経記』安貞元年（一一一一一七）’二月五日条が最初で他
すべて鎌倉期以降にあらわれる。これに対し奉行の方は、『小右記』天元五年（九八一一）一月一九日条を最初に総数で一六八七件検出され、
平安期に限定しても「殿暦」永久五年（二一七）一一月一○日条まで一一一九件検出される。奉行人という表現は、奉行を命ぜられた人、
その責任者を意味することはいうまでもないが、最初は武家社会で主に用いられ、それが公家社会にも普及したのではないかとも思われ
る。そして、その後、武家社会においても『武家名目抄』が述べるように、「応永永享の頃より以前は奉行人といふを常とし奉行とのみい
ふは希なりしを応永前後よりこれに反して大かた奉行とのみよばる、事となれり」（前掲『武家名目抄』一五七頁）という状況になった。
（５）「公家庭中の成立と奉行１－中世公家訴訟制に関する基礎的考察ＩＩＬ（「史学雑誌」九四編二号、一頁以下）。
「鎌倉遺文」’九
遺文』九一九二号）。
６
鎌倉期の奉行人について（一）
（１）
条重時および北条時盛にあてて次のような御教室曰を発した。
五ケ条にわたって政務の指針を示している。最後の第五条は罪科の処断を行う下知状について、その子細を分明７
一諸社神人井神官等、令レ書二起請文一時、於二他領社一不し可レ書由事、
右、於二京都一者、不し嫌一一自社他社一於二北野社一可し被し書也、
一可し被レ行二罪科一由、被し載。下御下知状一事
右、自今以後者、可レ書ヨ載子細於二分明一之由、仰二鎌倉奉行人等一畢、
以前条々、可し被し存二其旨一之状、依レ仰執達如レ件、
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右、人勾引井売買仲人之輩者、可レ被召。下関東→被し売之類者、随二見及弍可し被し放一‐一免其身一也、且以一一此
旨一可し被し触二路次関々｜也、
右、不し論二本司新司『一向停止之，御下知先畢、但至二馬草井薪以下雑事一者、非一一沙汰之限『
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（傍線筆者）
に書き載せるべきと鎌倉奉行人に命じたことを記している。その趣旨は、罪科の処断については六波羅探題のみに
委ねるのではなく、鎌倉奉行人により詳細を記した下知状を作成すること、そのために六波羅探題に対して鎌倉奉
行人へ詳細を報告するように求めたものではないかと考えられる。佐藤進一氏が夙に述べているように、六波羅探
題の裁判権は初期においては不完全であり、多くの事件が鎌倉に移送され、そして鎌倉末期になっても六波羅探題
（２）
が裁決できない種類の事件が存在した。佐藤氏が掲げた事項の中には、謀書や下知違北目に関連する事件が存在する。
鎌倉末期のこのような状況からすると、六波羅探題が成立してまだ間もない仁治元年（一二四○）の時点では、｜
（３）
般的に刑罰権を独自に行使することは認められていなかったのではないかと思われる。また植田信広氏によれば、
検断事案の裁許状は殆ど残存しておらず、その理由の一つとして、無罪判決の場合を除いて、当事者に公布される
（４）
ような裁許状が作成されなかったのではないかということが推定されている。この第五条の規定の趣旨が必ずしも
鮮明とはいえないのは、そのような点と関係するのかもしれない。
それはともかくここで鎌倉奉行人と総称している中には、この段階ではまだ引付は成立していないので、評定衆
が兼務する政所や問注所および侍所の執事や所司等とその下僚全体が含まれるのであろう。いわば極めて広義の意
味
で
の
奉
行
人
の
用
法
と
い
え
る
。
次に六波羅奉行人についてである。以下に掲げるのは、藤原南家の流れをくみ政所執事を代々世襲した二階堂家
（５）
の傍流に位置する一一階堂行顕が、建長六年（一一一五四）頃に発した書状とされる。詳細は必ずしも判然としないが、
京都大番役に関する忽那二郎左衛門尉からの問い合わせに対し、来たる七月より停止するよう求めたもののようで
（６）
ある。建長三年（一一一五一）に京都大番役は御家人役として限定されたが、そのことと関連がありそうである。
去四月廿日御札、五月廿九日到来、委細承候了、
８
鎌倉期の奉行人について（－）
最後に、鎮西奉行人について述べる。「吾妻鏡』文治二年（一一八六）一一一月一○日条に、「今日、藤原遠景為二
（８）
鎮西九国奉行人一」とあり、義経捜索のために九州に派遣された藤原遠星泉を鎮西奉行人としたことがわかる。また、
幕府の組織構成について記した『吾妻鏡」建久二年（’一九二正月一五日条にも、公事奉行人と並んで鎮西奉行
人として「内舎人藤原朝臣遠景」の名が挙げられている。かっての平氏の勢力基盤でもあった九州の御家人対策が
鎮西奉行人設置のもう一つの目的であったが、これ以降の鎮西奉行人の存在やあり方については諸説が錯綜してい
（９）
フＣＯ
（７）
間に置かれた。建長六年（’一二
けが存在していたと思われる。一
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
承久三年（一一三一）の承久の乱を契機に成立した六波羅探題には、政所や問注所は設けられず、評定衆が一一一
四○年代後半、引付方が弘安元年（一一一七八）以前、検断方が正安二年（一三○○）から正和二年（一一一一一一一一）の
（７）
間に置かれた。建長六年（’一一五四）の段階ではまだ引付方と検断方は成立していないので、評定衆とその下僚だ
けが存在していたと思われる。ここでいう六波羅奉行人は、下僚だけではなく評定衆、あるいはその一部を含んだ
六
月
二
日
進
上
忽
那
二
郎
左
衛
門
尉
殿
御
返
事
有二御計一候、
抑
京
都
大
番
事
、
去
々
年
御
岸
候者、可し申一一子細一候也、
但成二御下知一候ハん事、
有二御計一候、恐々謹言、
去々年御使下向之時、御返事申候了、如レ此寄子年来御勤仕之条、不し及二異儀一候、被一一尋下一
ｊ細一候也、兼又京都大番者、自二来七月一被し止候之間、其沙汰同不し可レ有候、
』ハん事、不し可レ有二其沙汰一候也、於一一六波羅奉行人一被二聞食一丁、御下知候ハぬ様二、可し
前常陸介（花押）
（傍線筆者）
９
そ
の
後
、
二
度
に
わ
た
る
蒙
古
襲
来
の
後
、
幕
府
は
さ
ら
な
る
攻
撃
に
備
え
て
様
々
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
鎮
西
御
家
人が訴訟等で本領を離れることを防ぐために鎮西における裁判機関の整備をはかった。弘安七年（一二八四）には
鎌倉の引付奉行人と地元の有力守護からなる一種の合議裁定機関、弘安九年（一一一八六）にはそれをより発展させ
（Ⅲ〉
た鎮西談議所、そして最後にその完成形態として鎮西探題が永仁元年（’一一九一二）に設置された。次に掲げるのは、
（ｕ）
正応六年（一二九一一一）に執権の北条貞時および業時の名で発せられた御教書案である。
異国防御について地頭や御家人等に対し守護の命令に従うべきこと、さもなければたとえ合戦をしたとしても恩
賞にあずかれないことを、薩摩国中に触れることを命じている。同じ宛所に対するほぼ同一の案文が、弘安九年（一
（皿）
一一八六）に既に存在している。ここに鎮西奉行人が定められたとあるが、瀬野精一郎氏によれば、それは職務分担
をした多くの鎮西奉行人を新たに設けたことを意味しており、その中には「蒙古襲来に備えて鎮西に派遣された北
（田）
条氏一族、鎮西特殊合議制訴訟機関の構成員、鎮西談義所頭人たち」が含まれる。延慶二年（一一二○九）の「肥前
異国防禦事、鎮西地頭御家人井本所一円地輩、従二守護之催（且令レ加二警固用意（且可レ抽二防戦忠功一之由、
先度被二仰下一畢、而被レ定二鎮西奉行人等一之間、若不レ従二守護一之族出来歎、如レ然之輩、縦錐し致二合戦一
不し可レ有二其賞一可し被し処二不忠一也、早存二此】且可し令し相．触薩摩国中一状、依レ仰執達如レ件、
正
応
六
年
三
月
廿
一
日
陸
奥
守
在
判
相
模
守
在
判
嶋
津
下
野
三
郎
左
衛
門
尉
殿
（傍線筆者）
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